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この巧品は巧かでは使用でをません 。 (FOR USE IN JAPAN ONLY) 
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關止^ 
巧 シ 
ご中^ 
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巧巧説巧書 



石油フ アンヒーター 


ロロロ SAKF-L424N 

〔強制通気お開放式石油ストーブ） 


このたびは、お質い上げいただを、まことにありびとラござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明ちと保西ちをよくお 
読みのラえ、ご家族を員で安全に正しくお使いください。 
お読みになったを 、 r 保陆さ J とともに大切に保巧し、必要 
なとをにお役立て< ださい。 

保証奋は r お買い上げ日-販売店名 J などの記入を必ず確か 
め、販売店か6お愛け取りくだをい。 



A 危険 

(§) 

KEROSENE ONLY 

ガソリン厳禁 
使用燃料:灯油 


A 警告 

© 

巧気化要 

1時巧に1〜2回 
なるとぎお义 
スプレー ffi 厳巧 

A 注意 

巧巧巧禁 



特に注意していただきたいこと 

点検*お手入れ•廃棄 . 

各部のなまえ 一. .. 

各部のなまえとはた S を……… 
ご使巧前の準髓 

点乂ずる前の準備と確認 •• 
使用燃料について‘‘……… 

給油のしかた . 

時計の合わせかた . . 


使いかた 

点火のしかた . 

消火のしかた . 

チャイルドロックのしかた 
室温調節のしかた 
目 C 0 運転のしかた••…•… 
タイマーず約のしかた••… 
スピード点乂のしかた…，， 


故障かな？ . 

異常のお知5せと処置のしかた 
曰常の点検とお手入れのしかた 

定期点巧について . 

部品交換について . 

保管のしかた . 

tt 様 . 

保証とアフターサービス . 


直しく使って上手に節約: 





































(化ずお巧 0 ください： ） 

巧に注意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人への危害.物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 

次のよラに説明しています。 

■表示内容を無巧して誤った使いちをしたときに生じるな害や損害の程度を、巧の表示で区分し、説明して 
いまず。 


八危巧 

この表示の供は、 r 人び死亡または里傷を負うち除または义災のを巧が 
切迫して生じることが想定される」巧容でず。 

A 薑告 

この表示の細ま、 r 人が死!::または重傷などを負う可能性、または义災の 
可能性び想定される J 内容でず。 

A 注意 

この表示の供は、 r 人び佑»を負う可能性や物的損害の発生び想定される J 
巧容でず。 

J 

■お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明していまず。 

〇®®题⑩ 

> 

この絵表示は、してはいけない r 禁止 J 内容でず。 

OC © 

この給表示は、必ず実行していただく r 指示 J 巧容でず。 

J 


应繊 【 DANGER]] 


■ガソリン厳禁 



KEROSENE ONLY 
ガソ U ン厳禁 


•ガソリン、混合油（農機具 
用）など揮発性の高い油は 
絶巧に使用しないでくださ 
い。 

乂がの原因になります。 

'な油 （ J に1号灯油）を使 
用してください。 


A 警告 (WARim 


ご使用中 


■換気必要 


•換気せずに使用しつづけないでくだ 



さい。 

窓の凍結や地下室など換気び十分に 
行をない場所では、使用しないで< 
ださい。 * 

酸素が不足ずると、不完全燃焼し、 
一酸化炭素などび発生して中毒にな 
るおそれびあります。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などのか 
たは、体調不良になるおそれがあり 
まず。 


■スプレー宙厳禁 ■寝るとき消义 



•殺虫剤などのスフレー吿を 
温風のあたるところに絶巧 
に放置しないでください。 
熱でスフレーちの圧力び上 
がり、爆発し、危険です。 



•寝るときやが出するときは、 
必ず消火してください。 
予想しない事故び発生する 
おそれがあります。 


2 


AgS(WARNING) 

ご使用中 


■通風吹出口をふさがない ■可燃性ガス使用巧潔 


0 


•衣類、紙などで温風吹出□や前 
面ガード、空気取入口をふさび 
ないでください。 



衣類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や乂災の原因になりまず。 



♦フアン ヒーターを 使巧して 
いる部屋で、可燃性ガスび 
発生するをの（ベンジン、 
シンナー） や、 スプレーを 
使用しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 


■電源コード•電源プラグを傷めない 


5 ょ 彎六争 

/曲げる、ねじる、引っ張るなど無理な力を加え 
た0、 高温部に近づけた0、重い物を棄せたり、 
束ねたまま使用しないで<ださい。 

また、霉源フラグを抜くときはコードを持って 
\引さ抜かないで < ださい。 


•傷んだまま使用すると、火災や感電の原因に 
なります。 

•コードやプラグの修理は、販売店にご相談く 
ださい。 


■めれた手で電源プラグの巧き差し 
はしない 




めれ手禁止 



参感電の原因になります。 



■コンセントや配線器具の定巧を超 
える使い方や、交流100かで 
の使用はしない 



•たこ足配線等で、定格を超えると、発熱によ 
る火災の原因になります。 


■電源プラグのお手入れをずる 


〇 


•どをどき、フラグを巧きほこ 
り等を乾いた巧でふきとって 
ください。 

•フラグにほこり等がたまると、 
湿気等で絶縁不良となり、火 



■電源プラグは確実に差し込む 



また、傷んだプラグ*ゆるんだ 
コンセントは使用しないでください。 
•差し込みが不完全ですと、 

感電や発熱による乂災の原因になります。 


■デジタル表示部に rH 83」 と 
表示した5、使用しない 


0 


♦異常燃焼し、火災の原因に 
なります。 

♦販売店へご連絡ください。 



3 























































































(CAUTION) 


給油 


■給油時消乂 ■油漏れ確認 


〇 

風. 


〇 


■居室巧給油 
禁止-給油 
時义気禁止 


■変質した持 
ち越しな油 
使用厳禁 


0 


0 


•給油は必ず消乂 
してから巧って 
<ださい。 
乂災のおそれが 
あります。 


•総を口□金は正しく、確実に締 
めて < ださい。 

• 口金を斜めに締めたりずると、 
簡単に口金びかれて、乂災のお 
それがありまず。 

•給油□□金を下にして、油漏れ 
がないことを確かめてください。 


I 圓脚 

•給油は必ず居室 
かの乂の気のな 
いところで巧つ 
て < ださい。 
乂災のおそれが 
おじます。 


•持ち越した阿油 
な油切がの油、 

水、ゴ5が混入 
したな油などは 
使用しない。 

•異常燃焼や故障 
の原因になるお 
それがあります。 


■可燃物か5離す 


〇 


匙 


で mrniri 


使用ずる場所 

■スプレーや化ぎ薬品を 
使用ずる場所で使わな 
い烟•美容院、クリー 
ニング店、 メ ツキ、 塗装、 
脱脂、洗を工場など） 


■高地(標高1500 m 
な上)使用禁止 


15 cm 


0 


0 


が0なド"料 

ふずまや障子などの可燃物 
から上記の距離をとらない 
と火災のおそれがありまず。 


フ□ンガスや塩素系お剤は有養な 
ガスの発生により、健康を害する 
ことになりまず。また、鏡やガラ 
スなどを傷め、金属びさびたり、 
媒維製品のを色、損傷、器具の故 
障の原因になることびありまず。 


•不完全燃焼ずるおそれ 
があります。を気濃度 
が寿いので、正常燃焼 
の確認と換気にま意し 
て < ださい。 


■巧の場所では使わない i 

♦水平でない場所、不巧定な場所 
♦不巧定な物を乗せた视などの下 
♦風のあたる場所や部屋の出入口、屋外 
•可燃ガスの趙する場所•たまる場所 
•人のいなし傷巧傭き、飼育まなど） 


0 


•マントルピースなどフアンヒ 
一夕一が囲われる場所 
♦ほこり、湿気、金11粉のをい場所 
参短音波加湿おを使用している部屋 


乂災の原因になることがありまず。す究を^の原因になることがあります。 


•直射日光がおたる場所 


L ____ _ J 

織巧タンク巧の空気が膨張 
し、巧油があふれ出て、油 
漏れの原因になることがあ 
りまず。 


A 細 CAUTION) 


ご使用申 


■カーテン、可燃物近接禁止 



•カーテンやあ類-ふとんなど燃えやずいもの 
のそばでは使用しないで < ださい。 

乂災のおそれがあります。 

タイマー予約するときも、可燃物びそばに 
ないか確認してください。 



•ずずの発生、におい、炎の色など異常を感じた 
ときや油漏れがあつたとをは使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼のおそれがありまず。 

運較スイッチを「切」にし、電源プラグをおを、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


■温風吹出□に異物を入れたり、 ■高混部に手などふれない 


放置したりしない 




•温風吹出口や吹出口内部に紙、巧、 

プラスチックや、マッチ、ガスライターなど 
を入れたり、が置したりしないでください。 
発乂や破裂の原因になりまず。 



•低ミ豆やけどや脱水症状になる 
おそれがありまず。 

•温風を直接吸い込まないで<ださい。 

気分が悪くなる原因になることがありまず。 


♦燃焼中や消火直をは、温風吹出口に手などふれ 
たり、内部に手を入れたりしないでください。 
やけどのおそれがあります。 


r 低温やけど J について 

•比較的おい温度 （40 で〜60で）でち長時間 
皮ふの同じ所が熱せ5れると、熱い、痛いな 
どの自覚症状がな<ても低温やけどのおそれ 
があります。 

•次のよラな方は特にごミち意を！ 

•乳幼児、お年寄り、皮ふのおい方 
•お気を誘ラ薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用 
されたち 

•深酒ずる方•疲労の激しい方 


特にお子さまやお年寄りなどのご自分で操作できないちが使用ずるときは、周囲の人が十分注意してください。 













■電源プラグを巧いて 
消义しない 


を意に AUTION) 


ご使用について 

■水をかけたり、 

重いちのを乗せない 


■持ち運ぶときは义を 
消して縱由タンクを巧く 


0 



0 


•消乂後、送風が止まるまで電源 
プラグを巧かないで<ださい。 
温風空気取入口や天板が高温に 
なり、やけどや故障の原因と 
なります。また、強いにおいが 
でる原因になります。 



〇 


•氷の入った容器や物を上に秉せない 
でください。水が内部に入ると感電 
や故障の原圆こなることがありまず。 
•本体の上に乗5ないで<ださい。 
天板がへこんだり、やけどのお 
それがあ0まず。 



•傾けないように静かに運んで 
ください。特に階段などでは 
油漏れのおそれがありまず。 
•引っ越し等の運搬時は必ず好 
油を抜き、傾けたり、横倒し 
のが態で讀般しないでください。 


■フアンヒーターを使用している部屋では 
シリコーンを使わない ふ 


■熱におい麻には7ジトなどを敷く 


0 



〇 


参本体近くでシリコーン配をの枝毛用コート液.化粧品-つや出し剤 
などは使用しないでください。燃焼部にシリコーン酸化物が付着 
異常燃焼や点乂ミス、途中消义の原因になることがあります。 

/シリコーン配合の商品には下記のよラなものがありまず。 、 

ヘアケ70品(ヘア-トリ W ント、ム-ス、技朝]-卜祗、ガラスクリ-ナ-、お刷、力-ワックス、牌ぞうきんなど j 


►熱に弱しが質の巧面は変色、ヒビ割れ、そ 
り返0などぴ発をずることがあ0まず。ま 
た、ほこりやたばこの煙などで変色ずるこ 
ともありまず。保護のため熱に強いマット 
などを敷いてください。 


点検-お手入れ-廃棄 


■ほこりの除去 

© 燃焼-温風空気 
取入□フイ ルター 


1)^ ずるときはな油を巧く ■分解修理 • 改造の禁止 



〇 




♦燃巧•温風空気取入□フィルターは、 
遇1回上必ず掃除してください。 
ごみ、ほこりなどでフィルターがつま 
ると、異常燃焼のおそれがあ0ます。 


■保管時はな油を巧く 


〇 


•保管ずるときや長時間使用 
しないとをは、必ずな油を 
巧いてください。 

(1^ 2 8ぺージ） 

傾けてたり、横倒しの状態 
では保管しないでください。 
油焉れや乂がのおそれび 
あります。 


•本体を廃棄処分ずるとをは、 
必ず給油タンク、油受皿巧の 
灯油を市販の給油ポンフ等で 
巧を取ってください。 

(原28ぺージ） 

打油が入ったまま廃棄すると 
リサイクルの際思わめ事故に 
なるおそれがあります。 

■お手入れずるとをは 
本体び;をえた後、 

電源プラグを巧いて 
か6巧う 

© 

電源フラグ 
を巧く 

参感電-やけどの原因に 
なることがありまず。 


分解禁止 

• 改造して使巧しないでくださし、。 
•修理技術者切かの人は絶対に 
分解、修理は行わないで 
<ださい。 

•故障、破損したら、使用しない 
でください。異常燃焼や乂災の 
原因になることがあります。 


■長期間使用しない 
とさは電源プラグ 
を巧く 

运 

電源フラグ 
を巧< 

•乂災や予想しない事故の 
おそれがありまず。 


各部のなまス 

外観図 





とって- 

マイナスイオン発を部 

燃焼確認窓— 
前板- 

ルーバ— 

温風の出口- 

キャビネッ I — * 


it お願い ( NOTICE ) 


本化をひきずらないでください。 
床面、畳、じゆうたんなどを傷 
つけたり、本な底面の塗装がは 
がれて、さびの原因になること 
びありまず。 


電源フラグー 

コードホルダ— 
差し么み巧 

コードホルダー 
室温センサ—— 


スぺ—ヴ— 


フアンヒーター方喔に密着しないよラに、 
スぺーヴーを図のよラにして、お使いください。 
スペーサ ーは 取りがさないでください。 


H 八ンドル付 
給油□□金 


I シパッキン摇) 

/《給油□□金の 
奥にあるか梅 
探して<だを 
^ い* 


; 給油□□金 

-口金八ンドル 
《立てた巧抵でず 


マイナスイオンとは 


•マイナスイオンは森林や 
滝など自然界の憩いの場 
所に豊富に巧在しまず。 
空気中でマイナスの電気 
を帯びた超微粒モをマイ 
ナスイオンといいまず。 


送風フアン 

燃焼-温風空気取入口 
フイルター 

(燃焼，温風空気取入 □) 




スポイト 


※お手入れのとさに必要ですの 
で、な<さないよラ保管して 
<ださい。 

※使用しないときは、コードホ 
ルダー差し込み巧に引っかけ 
t ておいて< ださい。 

















各部のなまえとはた 5 を 

表示部-操作部 

※ 図は説明のため全部 r 点灯 • 表示 J したがおでず 



r 


チャイルド□ッ 
ク中点巧。 



においとりサイン 


バックライ 


チャイルド □ ック 

m 


クリーニジグ 
ポタン 


贿孤；給油をお知 5 
せする ブザー 
が鳴っている 
とを。 

( 風 13 ページ） 


イオンサイン 


•マイナスイオンの発生をお知 
5 せします。 

が蘇 ) ：点乂時：運転スイッチ 
を「入」にし 
てか 5 点火約 
10 秒をまで。 
消义時：運転スイッチ 
を r 切 J にして 
か 5 約 3 分間。 


好 ^: 燃焼中。 



eco ボタン 

ランプ 


•eco 運乾に使用。 

([^ 17 ページ） 

膊巧):目 C0 運輯中。 

• 3 砂間押すと時刻 
合わせにな 0 まず。 
( 脚 14 ぺージ） 


【 r 

スピード点火ボタジ- 
ランプ 

タイマーがタン • 
ランプ 

点火時間を早めたい 
とさに。 

([1^2 日ぺージ） 

(点巧：スピード点 
乂をセット 
したとを 

^ ^ J 

タイマー予約の開始、®り消 
しに。([1^18、19ぺージ） 
(点な）：タイマー予約- 
タイマー運転中。 
r 点滅）：タイマー運転の 
終了予告。 

C ピーピー） 

て 0 秒間 

V . J 


デジタルち巧 


• 運括スイッチ rxj 
♦ 運乾スイッチ「切」 
•タイマー予約時一 
•給油タンクが 
「空]になったとを 


- 設定温度と室内湿度を表示。 

- 現在時刻を表示。 ！ 

- 設定時刻を表示。 ( 約 10 秒間 ) f 


♦故障•異常時- 


-残りの運転時間のめやすを 
表术〇 

(少なくとも表示時間切上燃 
焼しまず 0 ^ 13 ページ） 
自己診断表示記号を表示。 
妇 ^ 22 ぺージ） 


3時間延長ポタン- 
ランプ 

運掠スイツチ • 

通巧ランプ 

•運ちを継続•延長ずると さ， 

運起開始（点乂)、 

に。0^1目ぺージ） 

消乂ずるときに。 

C 点巧）：消し忘れ消火装曲こ 

([^1 日ぺージ） 

よる消乂の予告。 

C ピピツビピツ） 

解の：運転中 

つ〇抄間 

(点滅）：巧障•異常時 

贿巧)：自動消火中。 

(消灯)：削:中 

•3 巧罔巧ずと、チャイルド□ツク 


になりまず。 (0^1 6ぺージ） 

V _ _ ^ 

v _ _ソ 



結泊蘇 




(:点灯）：油切れ予告。（給巧タンクが空のが態） 
([1^13ぺージ） 

曰秒間 

(:点滅）：消乂が近い時または油切れ消义時。迪切れ消 I 
火時はデジタル表示部に rui 3 j を表示 。I 
蚊22ぺージ） ! 

化 ービー ) 

10秒間 J 


室巧の換気が必 
要なとを、不完 
全が規防止装居 
が働くと偏巧 ) 
自 ® 消义します J 

CH E ジ 

20 秒間 


液晶表示部に 
ruo 4 j び表示 
をれ、燃巧•温 
風空気取入ロフ 
イルターの掃除 
が必要なことを 
お知らせし、 

魚お)します。 


緑 


表示部は説明のため、全部表示したものです。実際の運馬のとをは該当部分が表示されます。 


湿度/タイマー 
巧節ポタン 


温度調節 . タイ 1 
マー予約の時刻 I 
合わせ、時計の 
時刻合わせに 。 f 
( b ^ l 4、17、 

18 ぺージ） : 


• クリーニング（から 
焼き）のとをに使用。 
( 0 ^ 26 ページ） 

• 運転中 3 秒間押ずと液 
晶表示部のバックラ 
イトを消巧できます。 
(i^i 己ぺージ） 


においとり動作中をお知らせしまず。 
廊戴 ) ：点义時：運あスイッチを「入 J 
にしてか 5 点义約 
10 秒後まで。 

消义時：運転スイッチを 

I■ 切」にしてから約 
2 分間。 

履で)：燃焼中 


ま間表 

乂時を 

消乾ず 

れ運や 

切のめ。 

油での示 


て合 

前。し - 

なず達マき 

厭まに Vと 

し度夕る 

ジ、せ温、い 

ン5定きせて 

知設とわし 

すおがい合を 

口で温な刻せ 

田卜室い時わ 


でラ 

赋ク 

W ジ 

S バ 


な < 動乂示 

にな作消表 

上がび動を 

Z5 油置自号 

度打装で記 

温さの 乂転示 

定とクを消運表 

設るンとれ-巧き 

がい夕た忘前マ前診と 

遍て油つしるイる己た 

室つ給な消ず夕ず自し 


ジ 

ン 


ホ 






































































































































































点义ずる前の準備と確認 

フアンヒーターを巧 D 出ず 

•各部の包装部材を全て取り除をまず。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 


次のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。 
♦油受皿に少量の灯油び残っている。 

♦給油フイルターがめれている。 

♦温風吹出口より見える燃焼筒（炎をかこんでいる筒）び変色している。 


2 

3 


水平を確認ずる 

♦水平で丈夫な斤面に設居してください。 

•水平でないときは、か平な場所に移動ずる。 

更源プラグをコンセントに差し込む 

•コードホルダーを開き、電源コードをのばして差し込む< 
里源コードをまねたままにしないでください。 



交流10 0 V 

辞 


•給油タンクは本体に取付けてください。給油タンクが本体に取付け!5れていないと、 「 U 12」 と表示し、 
運括ランフが点滅します。 


ft 瓶 iBia 

•電源プラグをコンセントに差し化むと、デジタル表示に ru 10 J と表示し、運乾ランブび点滅ずることび 
ありまずび、運乾スイッチが「入」になっていたためで、異常ではありません。 

運転スイッチを巧して、！■切」にしてください。 

デジタル表示が巳^になり、運較ランプが消灯しまず。 



お部屋の保温をしましよ 


カーテンを二重にして床までにずれば、 

お部屋の熱を逃さず、暖かさが巧てまず。 


効果的に使用しましよラ 



通風の流れを妨げないでください。 
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ご巧用前の準備 

使用燃料について 


燃料は必ず打油 ( J 旧1号打油)を使用してくだをい。 


A 周巧 【 DAN 卿 ) 


ガソリン厳禁 



ガソリンぶ禁 


ガソリン、混合油（おお具用）など揮発性の 
高い細ホ、絶対に使用しないでください。 
乂災の原因にな0ます。 


巧油とガソリンの見がけかた 


指先につけ息を吹をかける。 
(义の気のない巧で行ってください。) 


灯油は 

ガソリンは 

めれたまま 

ずぐ?£< 



区別びつきにくいときは、お買い上げ^ 
V の燃料店にお問い台わせください。ノ 


A 編に AUTI0N) 


を質な油-不純灯油は使わない 

^ ^変質した持ち越し灯油 

使用厳禁 

•異常燃焼や故隋の原因になることがありまず。 


を巧口巧 

•ちい巧油（昨シーズンより持ち越した灯油） 
• 日光の当たる場所、高湿の場所で長期間保管したな油。 
特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあけ^ 
て長期間保管したものはを寶します。 j 


極度に変質したちのは黄色味がかったり、 
酸っぱい臭いがしまず。 


•点火しにくくなったり、白煙び出ます。 
•消乂時のにおいが強くなったり、点乂し 
てもずぐ消えた0、暖まらないようにな 
0まず。 

♦燃焼び悪くな0、においがしたりして、 
安全装置が作動しまず。 


不純む巧 

•灯油!; i がの巧（てんぷ5油や辖掀由、 M )' 由、 
ガソリン、シンナー）などびほんのねずかで 
ち混入した巧油。 

•水やごみ、ドラム吿のさびなどび、混入した打油。 
•な油水な剤や助燃剤を添加したむ油。 


う5—を霞な油や不純な油を使用したときの処置 

不良灯巧を除き、給油タンク、油受迎の内部をきれいな巧油でミ先い、クリーニング（か5焼き）をして 
からご使用ください。 （26 ぺージ「クリーニング（から焼き）」） 

それでも効果のないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。（分解•点巧が必要でず） 

'灯油の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談ください。_ 


鹽織施受鷄 因でヴ-ビスを臓されたときは、保証期間中でも 


な油の保管のしかた 


义気、雨水、ごみ、高温及び直射日光をおけた場所に必ず保管ずる 


•灯油は翌シーズンに持ち越さない。 

シーズン終了前に使いきってくだをい。 

•な油は直射日光を猫す、青や赤など着色され 
たポリ容器（灯油用）で保管してください。 
ポリ容器のふたは確実にしめてください。 


•ポリ容器に雨水び 
かか5ないよラに。 
ポリ容器のな油に水 
がお入し、燃焼不良 
の原因になりまず。 



長い保管 悪い保管 




































































ご使用前の準備 

給油のしかた 

__必ず消乂してか5巧ってください。 

1 給油タンクを巧り出し、 
逆さにし、口金をはずず 

( ハンドル付給油ロロ金のはずしかた^ 


①口金八ンドルをにぎり、 
下へ強く巧しつけなが5 
左へ90度回ず。 


印と「開く J の▽印を合わせ、 
口金八ンドルを上に持ち上げる。 

夺 I V A 巧と「開く」の 

U ▽巧を合わせる 


•燃巧中に給油タンクを取り出ずと、鈴'由時消义装置 
が作動し 「 U 12」 を表示しミ肖乂しまず。 

参給油タンクを取り出ずときは、こぼれた油はふき取る。 
• 口をに砂やごみがついたり、入ったりしな 
いよラに注意ずる。（回乾び重くなりまず） 
•給油口、口金にさび、変形、回転不良およ 
び破損がないか確認ずる。 

(0^24 ぺージ「給油タンクの点横」） 


巧し 

ながらが 


2 


中国 I 

給油ずる 




>給油タンクを下図のよラにして、 
油星計を見なが5、上限をこえな 
いように給油ずる。 


-給迪口 油墨計; 


油が入ると 
黒く巧わる V 



を油タンクとつて- 


^給油タンク 


3 


口をを締める 


しノ—、^ドルが璋遵ロロきの刪曲を J 

① A 印と「開く」のが口③口金 A ンドルをにぎり、下へ押し 
を合わせる。 つけなが5ちへ90度、とまるま 

•、 で回し、 A 印と「閉じる」の〇印 

v を合わせる。 

を ^ をん jJl 器 ;、 /tw I / 
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巧油タンクを本巧に静かにちどず 

•給油タンクとってを前を方向に合わせ、本 
体にセットずる。左右方向は決まっています。 
• 打油び油受皿に入るまで約1分待って点乂ずる。 


口金の周囲に青色の線が出ているのを 
確威ずる。 



参 A 印と「閉じる」の〇巧が合っている 
ことを確認する。 

• こぼれたな油はよ<ふき取る。 

• 口金を下にして、巧油漏れがないか確認ずる。 
•青色の線が出ていない場合は、ちラー度締め 

直してください。 

廠脚 Ei 

•給油口周适びをか黄色くなることが 
あ0まずが、異常ではありません。 

• 口金が確実に締まっていないと、口金か 
5灯油び漏れて乂災のおそれびあ0まず。 


1 P 


2 表示は |。30ん I が20巧 1 のように10分きざみで切り替わっ 
ていをます。 p ^20*| のときはブザーび5秒間鳴りまず。 

目10 せ I に変わって油切れ消火までは IM 0 せ I の表示を続け 


3 


ます。 

灯油切れび近づ< と、ブヴーび5秒間鳴り 
おを、点な。屈拓1が点滅します。 


が已秒間点 


点孩を、点な 


4 口油が 
圓 


な油がなくなると自動消乂しまず。ブザーび10秒間鳴り、 

が消。。屈巧1が点滅。 「 U 13」び表示し点滅しまず。 



1 屈お!と圍表示が点口。ブヴーが5秒間鳴0、デジタル 
表示部に油切れ消乂までの運乾時間のめやすを表示しまず。 
♦ 30 と表示。残り燃焼時間は約30分の意昧でず 


残り燃焼時間表术 I しついて 給油タンクの油がなくなった時表示 


I •口金八ンドルを利用して給油タンクを持ちはこぶとを、1本では不巧定となりまずので2本の口を八ン 

I ドルを持ってください。 

i • 給油口が変おしまずと油漏れの原因となりまずので、ぶつけたりしないでください。 

•給油タンクを落とずと、油が漏れたり、ケガをずることがありまずのでご注意ください。 

•こぼれた阿油はふいて < ださい。 /'一一*、、 

• 口金の周辺やくぼみに灯油がこぼれた5、巧などでふを取ってください。- 

下に向けたときこぼれまず。 [ 

•そのとき、スキマに指を黃し这むとケガをしまずのでま意してください。スキマ (f 111111り 


ご使用前の準備 

給油のしかた 

必ず消义してから行つてください。 


:: 


! 



お願い ( NOTICE)J 













ご側面の巧 

時計のをわせかた 




便いびに 


点义のしかた 

安全のため運転開始後3時間で自動消乂します。 


イむヴイン 





する 




を押す 


■ 運転スイッチは、安全のた 
ゆ他のスイッチと違った 

■ ものを使用していまずので、 

▼ _少し強めに押してください。 

約2分を、自動点乂し、送風が始まります。 


•運転ランプ、バックライトとイオン 
サインが点灯。 

•デジタル表示に設定温度と4 
室内温度を表示します。 

•運乾スイッチを「入」にしてか5点 
乂約10砂後までにおいとりサイン 
とイオンサインが点滅し、 

燃焼中は点抑こなります。ご をホち*/〇 

沒规度/時卽誠/分 


肌ろ 


運転中にバックライトを消したいとき•バックラィトが消口。 

-- - •運乾スイッチを「切」にして再度 r 入」に 

(クリ-二け) を 3 ネ少ち 3 押す ずるとバックライトはもとにもどりまず。 

^- 夕 _ _再度包呈をを3秒間巧してももとにもどります。 

燃焼確認窓か5炎のげ態を確認ずる 



正常燃焼（青色の炎） 

•次のような場合は異常ではありません。 

=>黄色の炎が時々まじる。 

=>弱燃焼時に網の部分が赤 < 見える。 

異常燃焼（黄义燃焼） 

•次のような場合は異常です。 

=>大きな黄乂が出る（ずず発生の原因になります) 
=>音やにおいがずる。 

参運転を止めて、お買い上げの販売店へ連絡して 
<ださい。 


fe 測 Bia 


お願い （ NOTICE ) 


•点、火時、「パチパチ」と音びしたり、数回「力 •超音波加湿機を使用している部屋ではフアンヒー 

チッ」と音がして、お部屋の照明が一瞬変化す ターを使わないでください。 

ることがありまずが、異常ではおりません。 ホ福をの炎になったり、水質によってはフアンヒ 

•運転スイッチを「切」にしたが態でも、 一夕一が故障ずる原因になりまず。 

約1 W の電力を消費しています。 


1已 














使いかた 

消义のしかた 


消火ずる 


を押す 



消乂 


•運乾ランプが消阿。 

•燃焼が停止し、一旦送風が止まり、再度送風して 
約 3 .日分後運転が停止しまず。 

•イオンヴインとにおいとりサインがしばらく点滅 
します。 

I 巧^消乂直後に電源プラグをコンセントか5 
U a ral 抜かないでください。においが出ます。 


継続.\ 

延なすみ 


部屋の換気をしてから 


3 藍)を押ず 


ま全のため運転開始後3時間で自動消乂します。 

(消し忘れ消火装置により、万一の事故を防ぐため） 

•運転ランプが消阿します。 夕特画^ 

♦3 時間延長ランプが点好しまず。 


•運転中はいつでち押したとをから 
3 時間運転を継続できまず。 

• 2 時間 4 己分経過したとき 
3 時間延長ランプび点滅。 

. 、レ 、 

この時にを巧ずと、 

消乂せずに運転を継続でをます。 

•自動消火したとを§を押す 
3 時間延長ランプが消巧。 


でピッピピッ） 
^ 00砂間） 



チャイルドロ获ク奴喊かた 運転中でを運転していないときでを、チャイルド ロ ツクでをまず, 


@をピッという音が鳴るまで♦デジタル表示部にベと表示しまず。 

約3秒間押す S 

(類し） 


巧り消すときは再度をピーという音が鳴る 
まで約3秒間巧す 


•デジタル表示部の•••といラ表示が消えます。 


保巧 KEi 

デジタル表示部にベを表示しているときはずべての操作ができません。 
•ただし、運転中は運転スイッチを「切」にできます。 

•チャイルドロックを取り消さないと、運転スイツチは入りません。 


1 R 


設定適度/き内離/が離/タイト誦 


圍把！ S 




細/入^ 


'室温調節 



•電源プラグをコンセントから抜いた0、停電した 
ときでも設定温度は記憶されています。再度セツ 
卜ずる必要はありません。 

•室溫の表示は、室内平均温度のめやすです。 

設置条件等により必ずしち寒暖計の温度とは一致 
しません。 

•室温が〇でじ1下でも「〇で」が表示されまず。 


• EH 表示が点巧しているとき、燃焼は伸」 L 处 
下になりまず。 

•暖かい曰（秋口や春先など）狭い部屋でご使用に 
なる場合、室温が設定通度より上昇ずることがあ 
ります。（暖房負荷がかさいために、弱燃焼でも 
暖めすぎになりまず）このようなとをはひかえめ 
ボタンを巧してください。 


eco 運輯のしかた 

暖めすぎを防止して、節約暖房したいとをにご使用ください C 


fm %^] を巧ず 

\ W/xJ (運転中は押さなくてよい） 
•運転ランプが点打。 


2 @ 


を巧ず 


• eco ランプが点なし、 eco 運転を開始 
しまず。 

•運乾スイッチを「切」にしても、一度セッ 
卜すれば記憶されます。 

•取り消す時は再度ボタンを押してください< 


•測 irfa 

• eco 運転中は室温が設定湿度より低めに撮大 
2で）表示ずることがありまず。 

♦タイマ—予約にずると eco ランプは消巧しまず 
が、 eco 運転は取り消されません。 

•電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した 
ときは eco 運乾の設定は取り消されます。 

•設定溫度より3で上がると消乂し、設定温度より 
1で下がると点乂します。 

eco ボタンを巧すと、時間に関係なく上記条件 
になると eco 運転になります。 


使いかた 

室温詢節のしかた 

12でから30での範囲で室溫調節できます。 


使いかた 


17 








巧いびに 


タイ7—モ約のしかた 

あらかじめお部屋をおゆておきたいとをにご使用くださし、。 


ion 

イオンブイン 



广 *— ') 

咬 A 

< J 


設關あ/お . 離/》イト S 節 


5 . 00 . 


續愈 


/タイマー\ 
予約時刻の 
、合わせかた/ 


現巧の時刻を確琵ずる 

(眠11ぺージ） 

♦現在の時刻を合わせていないときはタイマ 
一予約でさません。 


2 °© 


3 


(運転中は巧さなくてよい） 

♦運乾ランフ、バックライトとイオンサインび点な。 
•運転スイッチが「入」になっていないと 
タイマー予約できません。 



を巧ず 


A タイブーう、ノプ巧の ■- 

♦デジタル表示の「時」「分」が点滅。 
参タイマー表示が点お。 ( ~、卜、 n'fh 


参タイマー表示が点お。、争、かか1 

4けまたは®を巧し、< 
時聞を設定ずる 

• ©を巧すごとに進み、©を巧ずともどります。 
• 1回押ずごとに10分ずつ変わります。 

•巧し続けると表示が連続してをねりまず。 
•約己秒を追転ランプが消灯し、燃焼中の場合 
は 白動 消火しまず。 


お願い ( NOT に E ) 


•巧 S したときや否源プラグを巧いたときは 
(巧巧 g を遅なランプ点滿） 

デジタル表示に 「 U 10 J が表示されまず。 

運乾スイッチを r 切 J にし、手順 n 」 か5やり 
なおして < ださい。 

18 


お目ざめの時には暖かくなるように、設定 
した時刻より早く （5 〜15分前）運転を開 
始します。 

室温が16で未满のときはその日のお部屋の 
温度によつて点火する時刻がをねります。 
室温び1 6 t ； J ； Lb のときは設定した時刻に運 
転を開始しまず。 


「時 J r 分 J が点巧している間に合わせて 
<ださい。 

(例)午前6時30分に予約したいとき 
デジタル表示の表示を 

5 ^- 3 挪 に合ゎせ3 

約5抄を自®的にタイマーホ約になり 
まず。 

マーず！的時刻の設定だけしたい場合は、 
@1を巧してタイマー予約を取り消して 
<ださい。 


•化 S や強い街11があったとを 
洽油タンクを巧いたとを（運おランプ点滅） 
デジタル表示に 「 U 12」び表示されまず。 

運括スイッチを入れなおし、タイマーポタンを巧 
して < ださい。 


お知らせ 


f タイマー予31 
I のしかた 




まをのため約1時間 
で自動消义しまず。 

を巧ず 

(運転中は押さなくてよい） 


2 


•運転ランプとバックライトが点な。 


ht ) を巧ず 


約已砂後「ピピッ」と音が鳴り、 


運転ランプが消なします。 

燃焼中の場合は、自動消义します。 

•タイで一う、ノプ巧灯 

•タイマー予約時刻を表示。 （10 抄間） 

•約10秒後に時計表示になり、タイマー表示 
とバックライトが消灯します。 

参室温が低いほどあったかタイマー機能によっ I 
て設定時刻よりも早く運転を開始します。 

• ピーピーと1〇抄間鳴り、タイマーランプ- 
点滅。 

•運転ランプとバックライトが消灯。 
•タイマーランフは点滅のまま。 


タイマー運お中 

設定時刻になると自動的に点义 

辛 

消义ずる10分前 

♦ 

約1時間燃焼し、自動消义 


お病中に (タイ? うを巧ず 


•タイマーボタンを押して、タイマー運乾を 
取り消してください。 

•タイマーランフが消なしまず。 


自動消义させずに続けて 
暖房したいとをは 


^タイスー 
予巧の取0 
、消しかた . 


を巧ち巧ず 

•タイマーランプ消巧。 
•運転ランフ点灯。 

約2分を自動点火しまず。 


•毎日同じ時刻にお部屋を巧めておきたいとき 
運転スイッチを「入」にし、タイマーボタンを巧 
ずだけで予約できます。 

•タイマー予約後にタイマー予約時刻をを更したい 
とさは運馬スイッチを入れなおし、18ページの 
手順巧」からやりなおしてください。 


•タイマー予約時刻について 
電源プラグを巧いたり、停崔した場合は現在の時 
刻を設定しなおしてください。タイマー予約時刻 
は一度セットすれば記憶されまずので、予約しな 
おす必要はあ0ません。 


使いかた 
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使いかた 

スピード点义のしかた 

早く点义したいときにご使用ください。 




あ6かじめ 



を巧してお< 


•スピード点乂ランプ点打。 

♦再度押すとスピード点乂は取り消されます。 
•スピード点乂ボタンを押してか510分経過 
しないとスピード点火機能は働きません。 



を押ず 


•運転ランプ、バックライトとイオンサイン 
が庶口。 


♦ 約10砂後 


•自動点火し、温風がでまず。 


スピード点乂とは 


♦お出かけ前にあらかじめ（運転スイッチを 
「入」にする1日分上前)、スピード点乂 
をセットしておけば、か出か5帰つたと 
をずぐに点乂でをまず。スピード点火は 
約1日秒で点火でをまず。（通常点乂は約 
2分） 

•点火時間を早めるため、運転スイッチが 
「切」でちバーナーを予熱するし < みにな 
つています。 

そのため平均100 W の電力を必要としま 
ず。 

節電のためスピード点乂を必要としない 
ときは、取り消してください。 


た淵巧 E i 

■スピード点火ボタンを押してか524時間じ I 巧に点 
乂操作しないと、スピード点乂は自動的に取り消 
されます。 

■下記のことはバーナーを予熱しているためで、異 
常ではありません。 

•時々、「カチッ」と音がして、お部屋の照明が一 
瞬変化ずることがあります。 

•本体び約50でぐらいになりまずが、異常ではあ 
りません。 

• においがすることがあ0ます。 


■電気のむだを防ぐため、次の場合は予熱しないよ 
ラになっていまず。 

イマー予約が 

♦スピード点乂ランプは消打しまずが、スピード 
点乂のセツトは取り消されません。 
•タイマー予約を取り消しても、スピード点乂ラ 
ンプは点灯しまずが、予熱していないためすぐ 
にはスピード点火はしません。 

参スピード点火ランプが点阿していまずが、予熱 
していません。 


pn 


故巧かな？ 


修理-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってもラー度お確かめください C 


現 巧 


原因（巧绒画） 


処肪法 


• 運乾ランフび点好しない。 
•点乂しない。 


•においがずる。 


点义や消乂のとを 


• 3時間延長ランプが点なしていません 
か？（消しちれ消义装 B び作動） 

•坦源プラグが巧けていませんか？ 

•チャイルドロックしていませんか？ 

•油びこぼれたままになっていませんか？ 
• 変質な泊や不稱巧油を使用していませんか？ 

•給油タンク受、油受皿に水がたまっ 
ていませんか？ 

•運起中や消火直をにお源プラグをコ 
ンセントか5巧をませんでしたか？ 


厘をスイッチを入れなおす。また 
しは3時間を長ボタンを巧す9 


覃源ブラグをコンセント 

に差し込む。 


吟 

4 

♦ [チャイルドロックを取0消 ず。] 
み t 乾いた巧で完全にふき取る。1 
が [ 新しいな油と入れかえる。） 

吟 


るろンク受 nSMl の水を] 
抜く。 tt ^25、 28ぺージ ) J 


4 


運転中た坦源ブうグをコジ1 

セントから巧かない。 


•巧!めて使用ずるときや、 
シースンはじめに使用ずる 
とき煙やにおいび出る。 


4 •耐熱塗料やほこりが焼けるためでず 。 if 


>点火時、消乂時に「カチャ J 
と音がずる。 


• r パチパチ」、「ボッ」音びずる。) 


r ピチピチ」音がずる。 




•スピード点义をセツトしたの 
にスピード点火しない。 


•ミ白乂する。 

•ランプび正しく働かない。 


•点火しても燃巧び弱く、部屋 
が暖ま!5ない。 

•がの状態が悪く、 

黄火燃焼やにおいが出る。 


岭. 


卓 


度燃聲部の一部が赤くなる。岭 

[ jiT コトコト」音びずる。 時 


• r ボコボコ」音びずる。 


r ピチピチ」音がずる。 


〇「シュー」 音がずる。 


• 室内温度表示が異常でちる。 


• ノズルを開閉ずる弁の音でず。 

• 点乂放空や点乂時の盾乂の音でず。 

♦点义時、消火時に金属び伸び巧みずる音でず。! 

•スピード点乂セツト中に停巧や地巧、 
強い衝巧がありませんでしたか？ 

•点乂ずる1〇分从上前にスピード点义 
をセツトしてあ0ましたか？ 


燃焼しているとを 


• 軍源に異巧な雑音が入った。 
•タールび付着していまず。 

•燃焼-温風空気取入ロフィルターが 
ほこ0でつまっている。 

•換気不足のためでず。 

• 炎に熱せられるためでず。 

参涅梅ポンフび動いている音でず。 

• 燃焼中ゃ消乂をに油夏皿に灯油が 
流れる音でず。 

• 燃焼置がを化した時に金属が伸び 
縮みずる音でず。 

• 気化した好油が吹を出ず音でず。 
•油切れになっていませんか？ 


4 


異常ではありません。 


運括スイッチを r 切 J にして、 

スピード点火をセットしなおず。 


帝巧ずる10規汇節[にスビー 

ド点乂をセットしてお<。 


,「醒源ブラグをコンセント 
L から巧き舌度入れる。 


うリーニンブずる。 

((^26 ぺージ） 


r ^«焼 . 温風空気敢入 □ 

^フィルタ-を^*除する。 


►〔換気ずる。 


異常ではありません。 


給油ずる。13ぺージ ）1 


^ • 室温センサーが直射日光にあたってい直射日光のあたらない場1 
, ませんか？ T 所に巧 動ずる。 J 

• 本体に逆風びあたっていませんか？ 本体に触があた5ないようにずる。1 


タイマー予約しているとき 


• 夕 V マーを予狗したのに 
_运 Ik しなし、0 _ 


峰 


•タイマーホ約中に停ちや地 g • 強い 
衝巧がありませんでしたか？ 


4 


巧拓スイッチを入れなおず。 


の項目にしたびつて、処坦しても異巧びなおらない巧をは、お貝い上げの販売店までご連箱ください。 












































































































異常のお知 6 せと処置のしかた 

デジタル表示に自己診断表示が出た5 •" 

安全装!■び作曲ずると、運転ランプが点巧し、自動消乂しまず。また、デジタ Jl / ま示に故障•異巧の原因 
(自百診が巧お括号）びアルファベットと数字で点款巧示し、パックライト（ホ）が点滅しまず。 


デジタ Jl / 表示 
(自己ぉ備示） 


原因（巧全装田） 


処田方法 








•燃焼-溫風空気取入ロフィルターがつまって 
(巧热防止装 i 


いませんか？ 


I 防止装！！び作動） 


参邁風吹出□がみさがっていませんか？ 
(過热巧止装 H が作動） 


•停里があった。（巧ち安全装坦が作動） 

•電源プラグをコンセントに善し込むとき、運乾 
スイツチが「入」になつていませんでしたか？ 


燃焼-温風空気巧入 □ 
フイルターを巧除ずる。 


障害物を取りのぞ<。 


運転スイッチを入れなおず。 



•強い地裝 { 爱度已（強)必上} •お寒を受けて 
いませんか？ 

闲 S 自助消义ち E が作廚） 


•給油タンクを本体から取りかしている。 


•な油がな<なつていませんか？ 


•給油タンク受に水やごみびたまって 
いませんか？ 


•給油フイルターが目づまりしていませんか？ 


>給油フイルターは正しくセツトされていまずか？ 


地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、油 
のあふれなど異常がないか確認 
し、運転スイッチを入れなおず。 


給油タンクを本体に取りつける。 


給油ずる。 （0^1 3ページ） 


給油タンク受のお手入れをず 
る。（11^2己ぺージ） 


給油フイルターを交換ずる 
(陳26ぺージ） 


給油フイルターを交換する 
(傾26ページ） 



•変質灯油や不純好油を使用していませんか？ 


タールが付ちしていまず。 


ク U — ニングする。< 
新しし畑と W かえる。 ( 


で目ペー:;) 
，りべ一巧 


クリーニングずる。ぺージ) 


U 18 

>20秒間音でお巧 
5せしまず。 

表示点热 


拳室内の換気が不足していませんか？ 
(不売を燃焼防止装ちが作動） 


•燃巧部にシ U コーン酸化物やタールび付追し 
ていまず。 


必ず 1 時間に1〜呂回は換気 
ずる。 


本巧内部の点巧び必要でず。お買い 
上げの販売店へご連おください。 
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デジタ JUS 示 
泪己珍 ffi 巧 示） 


原因ほ雜 置） 


処ぉ法 




H 31 

* 

•油受皿に水びたまっていませんか？ 

今 

油受皿の水を抜き取る。 
(1^28 ぺージ） 

H 33 

4 

♦点乂ミスまたは、燃細こ異常が発生していま 
せんでしたか？（点义巧を装且が作®) 

4 

本体嘛の点巧が触でず。お買い 
上げの販売店へご連給ください。 





4 

♦燃焼•温風空気取入ロフィルターがつまって 
いませんか？（不完全燃焼防止装置が作動） 

4 

胃-涵風空気取入□フィルター' 
を掃除ずる。 ©^2 日ページ） 

H 36 

♦ 

•燃巧部にシリコーン敌化物が付着しています。 
揮発性シリコーンお合の枝毛用コート液•イ bffi 
品-つや出し剤などを使用していませんか？ 
•里 磁ポンフにごみがつまっている。 

今 

本体内部の点巧が必要でず。 
お買い上げの販売店へご連絡 
<ださし、。 




H 83 

今 

•燃焼部にタールが付着していまず。 

4 

本体内部の点検が必要です。 
お買い上げの販壳店へ 
ご連給ください。 




その他、上なながの 
表示のま全く表示 
しない場含 

今 

•電源プラグを抜いて、再び差し込み、運転スイッチを入れなおず。 




HHH 点滅 

4 

•不完全燃焼防止装置が連続して 4 〜 6 回作動 
した。 

今 

運転スイッチを入れなおず。 




HHH 点巧 

4 

•不完全燃焼防止装居が連続して 7 回作動した。 

今 

本巧内部の点巧が必要です。 
お買い上げの販売巧へ 
ご連おください。 




上記の処置をしても、繰り返し表示するときや運転しないときは、表示内容を 
確認して、運転スイツチを「切」にし、電源プラグをコンセントか 5 抜いて、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 
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曰常の点なとお手入れのしかた 


お使いの 

たびに 

点検を 


周囲の可燃物の確認 

•本体の周囲に、燃えやずいちのび 
ないか常に確認して < ださい。 



油漏れ•油のたまり•油のにじみ 

•ミ由漏れのある場合は、電源プラグをコン 
セントから抜き、給油タンクを取り出し 
てか5、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 



給油タンクの点検 

参給油口 - 口金にさび、変形、回転不良 
および破損があるとをは、 

新しい給油タンク-口金と取り替える。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 





1シーズンに 

2〜3回 


对震自動消义装置の点検 

•燃焼中、本体を水平にゆすって、確実に消乂するか確かゆる。 


24 


定期的に 

銷入れを 


•本ががをえたを、電源プラグを抜いてか5巧ってください。 
•空気部品や安全装置は絶对に分解-調節しないでください。 


燃焼-温風 
空気取入 □ 

フイルターの掃除 


•ほこりは掃除機で吸い取る。 

燃焼-湿風空気取入ロフィルター 



参取れにくいほこりは歯ブラシなどで 
落としなげら、掃除機で吸い取る。 


お願い ( NOTICE ) 


•打油や打油でめれたほこりは、絶対に 
掃除機で吸わせないでください。 

室温センサーを巧げないように 
注意してください。 

•運乾中は掃除機で燃焼-温風空気巧入口 
フイルターの掃除をしないで < ださい。 
異常燃焼を起こしまず。 


泡1回 
な上 


1 シー スン 
に 

2 〜 3 回 


給油タンク受の掃除 

•归油に水やごみが 
混入ずることが 
ありまずので、 

下記に従って 
掃除をして < ださい。 


給油タンク受を巧 D 出ず 



2 給油タンクまの 
ごみや水を巧る 

•給油タンク受を逆さにし、 

新聞紙などの上に置いて取る。 

3 給油タンク夏を 

ちとどお D にセットずる 


1力巧に 本体-温風吹出口の掃除 

1后11、, I - ♦ほこりは掃除機で吸い取る。 

■ UkAJH •ミ由や巧れは、家庭用台所洗剤を薄めたものを付けた布でふき、かわいたやわ5か 

い布でふき取る。 


•湿風吹出口は、ほこりや白い粉がつきを色することがあ0ますので、家庭用台所洗剤を薄めたものを付 
けた巧でふき、かわいたやわ5かし饰でふき取る。 


お願い ( NOT に E ) 



•本体をベンジン-シンナーなどでふかないで<ださい。 


ク -R 







































































曰常の点巧とお手入れのしかた 


巧れた0、 

灯油び通り 
にく<なった 

とき - 

給油フイルターの交換 

♦巧れたり、灯油が通りにくくなった場合は 
交換してください。 


給油タンク夏を取り出し、給油 
フイルターを矢巧の方向に巧し 
て給油フイルターをはずず 


給油タンク受 



古い 

給油フィルター 




2 


給油タンク受の内側にある突起 
に、新しい餘由フィルターの巧 
を是し么む 


給油タンク受 



新しい 

給油フイルター 


お願い （ NOT に E )1 


給油フィルターは必ず取り付けてください。 
取り付けないで使用ずると、器具の故障の原因 
になりまず。 


1シースンに 
1励壯 

クリーニング（か5巧き） 

む油を気化させる部品にたまったタールを、 

か5巧をずることにより取り除きまず。_ 

巧のようなときはクリーニングをしてくださ 
し、。（クリーニングは約2時間かか0まず） 
•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき 
•点义しない、炎がルさい、黄义燃焼になる、 
においび強い 

•シーズンの終わりでおしまいになるとき 
(またはシーズンの始め） 

油受皿の：):了油を完全に抜を取らない 
と空焼をにならずクリーニングでさ 
ません。 

① フアンヒーターを室がに出ず 

•クリーニング中はにおいや煙が出まず。 

② 給油タンクと給ミ由タンク受を取り出ず 


上ぶた 


油受皿 


撒由 

タンク受 


が 


③油受皿及び給油タンクの灯油を給油 
ポンプで巧き、巧ききれないときは、 
な油を付属のスボイトで巧く 



④給油タンク受、給油タンクを元通りに 

セツトずる 

参上ぶたを閉める。 

お巧 [ Hi の①〜④が終わったら、 

次ページの た Jki へ進んでくださし、。 


2巨 



手順1 


①電源プラグをコンセントに差し込む 

⑤ 運転スイッチび「切」になっているか確認ずる 

•デジタル表示に ruioj 表示しているときは、運転スイッチを「切」にしてください。 

•運転スイッチが「切」でないと、次の操作がでをません。 

③ クリーニングボタンを約3砂間ピッと音びずるまで押しつづ'ける 

•デジタル表示にに三)が表示されまず。 

④ 運転スイッチを r 入 J にずる 

•運転ランプび点なして、デジタル表示の表示がに国になり、クリーニングを開始します。 

⑥ に互]表示が点滅ずるまで放置ずる（約2時間かかりまず） 

•デジタル表示びに图一に互)一に互…とをわ0、に固表示が点滅ずると、クリーニングは終了でず。 
•油受皿の巧油をおかないとデジタル表示が途中で止まります。 

⑥運転スイッチを「切」にずる 


クリーニングび終わった5 



お願い ( NOT に E ) つ 


•誤って不良な油を使用したたゆに、クリーニ 
ングずるとき1回で完全に回復しない場合は、 
2〜3回行ってください。 

•クリーニングを途中で止めると効果がありま 
せん。 - IT 巧-表示になるまで行ってください。 


< 制な El 

•クリーニング中に移動したりずると表示が点おが態に 
なり、運転を停止します。運乾スイッチを「切」にし、 
再度手順③か5やり直してください。 

参クリーニング中は電磁ポンプの空巧ち音（ポコボコ） 
がし、送風になりまずが、異巧ではありません。 
•クリーニング中 r カチッ」 r カチッ」と音がして、照明び 
一瞬を化ずることがありますび、異常ではありません。 
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曰常の点検とお手入れのしかた 


广 デジか帰抓^ 

rH 3 卜 H 33 J を 


表示したとま 


油受皿に水がたまって 
いる場合びありまず 


■油受皿の水の確認のしかた 

日月るい場所で、給油タンク受を取り、油受皿の中を見るとな油と水 
が分雖して二重に見えます。このようなときは、油受皿に水がたま 
つていますので、下記の手順にしたがって、油受皿の水抜きをして 
<ださい。 


1 市販の巧巧ポンプと巧届の 
スポィトでな油を巧を巧る 

•巧いたな油の処分は、灯油をお買いホ 
めになった販売店にご相談ください。 


2 巧泡タンクきをセットし、 
巧油タンクに巧しいな巧を 
巧油ずる 


3 巧油タンクを本体にセットし、 
が1分待つて運巧スイッチを 
ITJ にし、再点义する 

•このとき白煙が出ることがあります。 



A 1回で点义しなかつたちを、 
4再び点义操作する 


定期点巧について 


rk 


定期点おの 
おずずめ 
にシースンに 
1励 


長期間ご使用になりまずと機器の点検が必要になりまず。 

2シーズンに1回程度、シーズンお了をなどに、お買い上げの販売店または修理資格ち【財団法人曰本石油 
燃淵!器保守お会订 EL 03-3499-2928) で巧う巧術管理講習を修了者（石油機器技術管理±)など】 
のいる版売店などにご相談され、点お巧巧されることをおずずめしまず。 
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部品交換について 


尸, 


お買い上げの 
願店へ 
ご備ください 




W 


しなし、でも起され 


交換部品は石油フアンヒーターをお買い上げの販売店でおまめください。必ず、純正部 
品をお使い < ださい。 

不完全な修理は危険でず。お買い上げの販売店または財団法人曰本石油燃焼機器保守協 
会で行ラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受けください。 


消巧-劣化しやずい部品 


•使用期間により交換び必要な部品 

•変質な油、す巧灯油の使用により劣化しやずい 

電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、 

部品 

タンク受フィルター、空磁ポンフフィルター、 

給油フィルター、运磁ポンプ、気化器、 

アース リング 

温風吹出□、否おポンプフィ，ルター、 

、 ___ 

ソレノイド 

J 


別売品 


給油フイルター 
給油口 □金 
給油タンク（口金巧） 





保管のしかた 


グイ 


長期間 
使わない 
とを 




給油タンクを取0出し、巧油を巧き取る 
•水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に） 


1 

〇お巧タンク受の掃除をずる 
L • s 己ぺージの手順 ri 」 と 

3 


とに」のみ巧う。 

消义ずるまで燃やし切り、油受皿巧のな油を付属 
のスポイトで巧き取る 

•水、ごみを残さない。（さび、穴あきの原因に） 
•急ぐ場合は市販の給油ポンフで油を巧く。 


A クリーニング（か6規き）ずる 
4 (幅="26ぺ-ジ） 

•バーナーの寿命を延ばし、長く 
ご使用いただ < ためでず。 

C 本な、燃烧-温風を気取入□フイルター、 
温風肤出□を保おずる 

(0^25 ぺージ） 


な SiS コ — I 

〇ともに〕• 


ドを束ね、付属のスポイトと 
，にコードホルダー差し込み巧に 
差し込む 

化苗=^7ぺージ） 


つ 巧巧した場所に保宙ずる 
f •傾けたり、横倒しにしない。 


•巧油の虎棄 
•本体の廃棄 


好油の巧案処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 
本体の廃棄処分は、給油タンク、油受皿のな油を抜いてください。 


29 



















































仕 《 


型式の呼び 

AKF - L 424 N 

種 類 

気化式*強制通気お*強制対流形 

点义方式 

高圧放電自動点乂 

使用燃料 

巧油 (JIS K 22301号灯油） 

暖房出力 

最大 

「強」 4.22 kW 

巧 ル 

「弱」 0.81 kW 

燃料消 US 

最大 

「強」4.22 kW (0.410 L/h) 

最ル 

「弱」 0.81 kW (0.079 L/h) 

油タンク 容屋 

7.0 L 

燃焼が続時間 

「強」 

1 ス 1 時間 

「弱」 

88.6 時間 

電源電圧及び周波数 

AC 100 V 50/60 Hz 

標準適室 
(暖房のめやず） 

木造 約 己〜18•己 m2 (3 〜 11 畳） 

コンクリート 約 5 〜 2已の2 (3 〜 1日 畳） 

定格消費電力 

最大消費電力（点乂時）610/61 0W 

燃焼時消費電力25/2日 W 
待機時消費電力 1.0/1.0W 

騒音"" 

「強」 

39 d 巨 

「弱」 

23服 

安全装置 

巧震自動消火装置.不完全燃焼防止装置-点乂巧全装置-停電 
ち全装置-過熱防止装置-消し忘れ消乂装置-給油時消乂装置 

がお寸法 

高さ425 mm X 幅420 mm x 奥巧282 mm 
(置台を含む） 

質 呈 

1 0.0 kg 

付属品 

スポイト 


※お音の数値は J 旧測定法 (S3031) に基づく測定値でず。 
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保証とア フターサー ビス 


保証書について 

添付しております保証害は販売店でお渡ししますから、所定事項の記入および記載内容をご確認のラえ保管して 
ください。 


保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 


♦保証書の記載内容によりお買い上げの販売店が修理いたします。その他の詳細は保話書をご鬟ください。 

♦保詔期間び過ぎてからの修理については、お買い上げの贩売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの希望により有料修理いたします。 


この巧殿説明ちと本体に表示をれている禁止事項-ミ主意巧項および通巧使用に 
反して使用をれた場合の故障-巧がは巧«いたしません 


補修部品の保有期間について 

/-\ 

石油フアンヒーターの捕修用せ能部品の保ち期間は製造巧切りを、6年でず。 


• 性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


転居される場合 

♦転居のとをなど車で運搬する場合は、給油タンクを抜を、油受皿の灯油をなき、横倒しや斜めにしないで 
運搬してください。振動や傾いたとをにな油がちれます。また故障の原因にちなりまず。 














